
今
回
の
市
議
会
だ
よ
り
で
は
、

第
一
回
臨
時
会
の
概
要
と
第
二
回

定
例
会
で
の
代
表
質
疑
、
一
般
質

問
及
び
常
任
委
員
会
の
概
要
、
加

え
て
こ
れ
ま
で
設
置
し
て
い
た
六

つ
の
特
別
委
員
会
の
こ
こ
一
年
間

の
活
動
の
概
要
を
報
告
し
て
お
り

ま
す
。 
     

今
定
例
会
で
は
、
仙
台
城
跡
が

国
史
跡
に
指
定
さ
れ
る
見
通
し
と

な
っ
た
た
め
、
仙
台
城
復
元
整
備

事
業
を
見
直
し
、
艮
櫓
の
建
設
を

中
止
し
た
い
と
の
市
長
の
決
断
に

対
し
、
今
回
の
計
画
変
更
に
い
た

っ
た
経
過
、
今
後
の
復
元
・
整
備

の
あ
り
方
、
ま
た
、
市
民
へ
の
周

知
・
広
報
等
に
つ
い
て
、
多
く
の

会
派
か
ら
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
本
年
十
月
に
予
定
さ
れ

て
い
る
市
交
通
局
か
ら
宮
城
交
通

へ
の
バ
ス
路
線
の
一
部
移
譲
に
つ

い
て
、
地
域
住
民
へ
の
十
分
な
説

明
、
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
維
持
等
の

観
点
か
ら
活
発
な
議
論
が
展
開
さ

れ
ま
し
た
。 

    

今
回
の
定
例
会
で
は
、
本
市
の

抱
え
る
重
要
課
題
の
う
ち
、
東
西

線
沿
線
の
整
備
と
総
合
交
通
体
系
、

仙
台
港
背
後
地
の
整
備
、
仙
台
の

シ
テ
ィ
ー
セ
ー
ル
ス
、
Ｉ
Ｔ
市
役

所
の
創
出
、
少
子
化
・
子
育
て
対

策
、
そ
し
て
、
環
境
負
荷
を
軽
減

す
る
循
環
型
ま
ち
づ
く
り
と
い
う

事
項
に
つ
い
て
、
専
門
的
に
調
査
、

研
究
を
す
る
た
め
に
、
新
た
に
六

つ
の
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
そ

の
委
員
を
選
任
し
ま
し
た
。 

仙
台
市
議
会
で
は
、
議
会
の
仕

組
み
や
役
割
を
わ
か
り
や
す
く
解

説
し
た
ガ
イ
ド
「
知
り
た
い
、
仙

台
市
議
会
」
を
作
成
し
ま
し
た
。 

議
会
見
学
の
小
学
生
等
に
配
布

し
、
ま
た
、
授
業
で
の
活
用
も
勧

め
る
こ
と
で
、
議
会
に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。 
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四
月
五
日
に
招
集
さ
れ
た
平
成

十
四
年
第
一
回
臨
時
会
で
は
、
地

方
自
治
法
の
改
正
に
伴
い
、
議
員

の
派
遣
に
関
す
る
規
定
の
整
備
を

行
う
た
め
、
議
会
会
議
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
規
則
を
議
題
と
し
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。 

次
に
「
政
務
調
査
費
の
交
付
に

関
す
る
条
例
」
に
つ
い
て
地
方
自

治
法
の
改
正
に
伴
う
引
用
条
項
の

ず
れ
を
修
正
す
る
た
め
の
一
部
改

正
な
ど
二
件
が
一
括
議
題
と
し
て

提
出
さ
れ
、
市
長
よ
り
提
案
理
由

の
説
明
を
受
け
た
後
、
原
案
の
と

お
り
可
決
及
び
承
認
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
地
下
鉄
東
西
線
整
備
に

関
す
る
関
係
機
関
等
へ
の
要
望
の

た
め
東
京
都
内
に
議
員
を
派
遣
す

る
件
を
議
題
と
し
、
原
案
の
と
お

り
可
決
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。 

平
成
十
四
年
四
月
二
十
六
日
、

議
長
及
び
会
派
代
表
者
が
、
宮
城

県
関
係
の
国
会
議
員
や
国
土
交
通

省
の
関
係
部
署
に
対
し
、
東
西
線

推
進
に
関
す
る
要
望
活
動
を
行
い

ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
仙
台
市
の

最
重
要
課
題
で
あ
り
、
早
期
実
現

の
た
め
に
は
、
国
の
平
成
十
五
年

度
予
算
に
盛
り
込
ま
れ
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
議
会

と
し
て
も
促
進
に
向
け
て
全
会
一

致
で
行
っ
た
も
の
で
す
。 

艮
櫓
の 

　
建
設
中
止
等
に
つ
い
て 

　
　
　
　
　
　
活
発
な
議
論 

う
し
と
ら
や
ぐ
ら 

新
し
い
特
別
委
員
会
の
設
置 

天
保
年
間
（
一
八
三
〇
〜
四
四
年
）

に
仙
台
藩
士
松
川
豊
之
進
が
始
め
た

と
言
わ
れ
て
い
る
。 

顔
の
周
り
を
紺
青
に
塗
り
、
浮
き

出
し
に
な
っ
た
胴
に
は
派
手
な
色
彩

で
宝
船
や
梅
の
花
、
福
の
神
な
ど
が

描
か
れ
、
眉
に
は
本
毛
を
使
用
す
る

の
が
特
徴
で
あ
る
。 

漆
の
混
合
物
に
よ
る
練

り
物
。
木
彫
り
の
凹
版
型

で
素
地
を
作
り
、
で
き
あ

が
っ
た
凸
版
の
表
面
に
朱

色
の
漆
を
百
回
ほ
ど
塗
り

重
ね
、
花
鳥
、
人
物
な
ど

を
浮
き
彫
り
に
し
て
完
成

す
る
。 

一
六
〇
〇
年
代
（
江
戸
時

代
初
期
）
に
は
、
仙
台
藩
祖

の
伊
達
政
宗
公
も
鮎
釣
り
に

愛
用
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
。 県

内
産
の
真
竹
・
高
野
竹

な
ど
の
若
竹
を
材
料
に
作
ら

れ
る
継
ぎ
竿
で
あ
る
。 
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ま
へ 
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ま
へ 

第
一
回
臨
時
会
の
概
要 
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催
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催
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推
進
に
関
す
る 

　  

要
望
活
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い
て 

小
学
生
向
け 

　
市
議
会
ガ
イ
ド
を
作
成 

本
会
議 

・
人
事
案
件 

・
各
調
査
特
別
委
員
会 

　
委
員
長
報
告 

・
各
常
任
委
員
・
議
会 

　
運
営
委
員
及
び
各
調 

　
査
特
別
委
員
の
選
任 

・
議
案
の
提
案
理
由
説
明 

・
代
表
質
疑 

・
代
表
質
疑 

・
一
般
質
問 

・
一
般
質
問 

・
議
案
の
審
査 

五
頁 

四
頁 

四
頁 

二
・
三
頁 

二
・
三
頁 

八
頁 

六
・
七
頁 

・
各
委
員
会
の
委
員
長 

　
報
告 

・
討
論 

・
議
案
の
採
決 

・
請
願
、
意
見
書
の
採
決 

本
会
議 

本
会
議 

本
会
議 

本
会
議 

常
　
任 

委
員
会 


